Zhuzi 朱子 and Ci 詞 -Mainly about the Verses composed in the 3rd Year of Qiandao 乾道- by 後藤 淳一
序
古
來
、
宋
學
の
集
大

と
し
て
有
名
な
南
宋
の
大
儒
朱
熹
（
一
一
三
〇
―
一
二
〇
〇
。
以
下
「
朱
子
」
と
稱
す
）
は
、
一
方
で
『
朱
文
公
文
集
』
（
以
下
『
文
集
』
と
稱
す
）
一
百
餘
卷
を
今
に
殘
し
、
そ
こ
に
は

千
二
百
首
の
詩
が
收
め
ら
れ
、
質
・
量
と
も
に
宋
代
屈
指
の
詩
人
で
も
あ
っ
た
。
が
そ
の
千
二
百
の
詩
の
數
量
に
對
し
て
、
詞
は
『
文
集
』
に
僅
か
十
八
首
し
か
收
め
ら
れ
て
い
な
い
。
「
詞
」
は
中
期
に
源
を
發
し
、
五
代
十
國
を
經
て
宋
代
に

を
	え
た
新
し
い
文
學
型
式
で
は
あ
る
が
、
北
宋
中
期
に
は
已
に
士
大
夫
を
中
心
に
、
詩
も
詞
も
と
も
に
作
る
と
い
う
詩
詞
竝
行
の

況
が
確
立
し
て
い
た
。
こ
の

況
は
、
個
人
差
は
あ
る
も
の
の
南
宋
期
に
於
い
て
も
ね
變
わ
ら
な
い
。
例
え
ば
朱
子
と
同
時
代
の
詩
人
と
し
て
陸
游
（
一
一
二
五
―
一
二
〇
九
）
は
、
詩
で
今
に
傳
わ
る
も
の
は
九
千
首
餘
り
な
の
に
對
し
て
、
詞
は
百
四
十
餘
首
。
范
大
（
一
一
二
六
―
一
一
九
三
）
は
詩
千
九
百
首
に
對
し
て
詞
は
九
十
首
。
數
量
上
は
詩
に
可
り
劣
る
が
、
そ
れ
で
も
そ
れ
ぞ
れ
相
當
數
の
詞
を
殘
し
て
い
る
（
１
）。
對
し
て
朱
子
の
詞
の
少
な
さ
は
際
立
っ
て
お
り
、
一
考
に
値
す
る
テ
ー
マ
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
基
に
本
稿
は
、
理
學
朱
子
が
日
常
「
詩
」
を
作
る
傍
ら
、
ど
の
よ
う
に
「
詞
」
を
作
っ
て
い
た
の
か
、
朱
子
に
と
っ
て
「
詞
」
は
ど
の
よ
う
に
見
做
さ
れ
、
そ
れ
を
作
る
こ
と
に
は
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
點
に
焦
點
を
絞
っ
て
初

考
察
を
加
え
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
『
文
集
』
收
の
朱
子
詞


朱
子
の
『
文
集
』
は
、
そ
の
卷
一
か
ら
卷
十
に
上
の
千
二
百
首
朱
子
と
詞乾
三
年
の
詞
作
を
中
心
に
後

淳
一
の
「
詩
」
を
收
め
る
が
、
「
詞
」
は
十
八
首
の
、
大
の
十
六
首
が
卷
十
の
最
後
に
纏
め
て
收
め
ら
れ
、
殘
り
の
二
首
は
卷
五
の
「
詩
」
の
中
に
混
入
さ
れ
て
い
る
。
今
、
試
み
に
そ
の
譯
を
、
『
文
集
』
の
記
載
に
沿
っ
て
書
き
出
し
て
み
よ
う
（
便
宜
上
、
し
番
號
を
付
す
）。
〇
一
「
憶
秦
娥

二
奉
懷
	夫
」
其
一
［
雲
垂

…
…
］
（
卷
五
）
〇
二
「
憶
秦
娥

二
奉
懷
	夫
」
其
二
［

發
…
…
］
（
同
）
〇
三
「
水
歌
頭
」［
富
貴
有
餘
樂
、
貧
賤
不
堪
憂
…
…
］ （
卷
十
）
〇
四
「
水
歌
頭
袁
仲
機
韻
」［
長
記
與
君
別
、
丹
鳳
九
重
…
…
］
（
同
）
〇
五
「
滿
江
紅
劉
知
郡
生
」「
秀
野
詩
、
念
故
山
、
十
年
乖
…
…
」
（
同
）
〇
六
「
菩
薩
蠻
回
文
」［
紅
飛
盡
春
淺
…
…
］
（
同
）
〇
七
「
菩
薩
蠻
圭
父
回
文
韻
」［
江
碧
長
路
…
…
］
（
同
）
〇
八
「
念
奴
嬌
用
傅
安
和
朱
希
眞
詞
韻
」
［
臨
風
一
笑
、
問
羣

誰
是
、
眞
香
純
白
…
…
］
（
同
）
〇
九
「
西
江
」［
睡
處
林
風
瑟
瑟
、
覺
來
山
團
團
…
…
］ （
同
）
一
〇
「
西
江
」［
堂
下
水
新
、
門
樹
長
交
枝
…
…
］ （
同
）
一
一
「
鷓
鴣
天
江
檻
」「
雨
雲
不
自
憐
…
…
」
（
同
）
一
二
「
鷓
鴣
天
」「
已
分
江
湖
寄
此
生
…
…
」
（
同
）
一
三
「
浣
溪
沙
秀
野

韻
」［
壓
架
年
來
作
堆
…
…
］
（
同
）
一
四
「
好
事
」［
春
色
欲
來
時
、
先
散
滿
天
風
…
…
］
（
同
）
一
五
「
水
歌
頭
括
杜
牧
之
齊
山
詩
」
［
江
水
 雲
影
、
鴻
雁
欲
南
飛
…
…
］
（
同
）
一
六
「
南
歌
子
張
安
國
韻
」［
!日
照
樓
船
…
…
］
（
同
）
一
七
「
鷓
鴣
天
叔
懷
嘗
"飛
仙
爲
之
賦
此
歸
日
以
#
$獻
侍
%當
發
一
笑
」
［
&卻
儒
冠
'
(衣
…
…
］
（
同
）
一
八
「
水
歌
頭
聯
句
問
訊
羅
)同
張
	夫
」
「

兩
相
映
、
水
石
互
悲
鳴
…
…
」
（
同
）
一
般
に
詞
は
、
ど
の
曲
に
の
せ
て
歌
っ
た
も
の
か
を
示
す
「
詞
牌
」
を
*示
し
て
題
の
代
わ
り
と
す
る
が
、
宋
代
中
期
以
+は
「
詞
牌
」
の
外
に
、
ど
の
よ
う
な
容
を
歌
っ
た
も
の
か
を
明
示
す
る
「
副
題
」
を
も
,記
す
る
の
が
例
と
な
る
。
但
し
『
文
集
』
は
そ
の
例
が
さ
ほ
ど
反
映
さ
れ
て
お
ら
ず
、
右
に
*げ
た
十
八
首
の
、
詞
牌
の
み
を
*
示
す
る
も
の
は
〇
三
・
一
四
、
詞
牌
の
後
に
副
題
を
,記
す
る
も
の
は
〇
五
・
一
三
・
一
六
・
一
八
の
み
。
詞
牌
を
示
さ
ず
副
題
の
み
を
詩
題
の
如
く
*げ
る
の
が
〇
一
・
〇
二
・
〇
四
・
〇
六
・
〇
七
・
〇
八
・
一
七
。
そ
の
他
は
、
〇
九
・
一
〇
を
「
和
西
江
」
と
題
し
（
一
〇
は
「
又
」
と
記
さ
れ
る
）、
一
一
・
一
二
は
「
江
檻
詞
」
と
題
し
（
一
二
は
「
又
」
と
記
さ
れ
る
）、
一
五
は
「
括
杜
牧
之
齊
山
詩
作
水
歌
頭
」
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
110
と
題
す
る
が
如
く
で
あ
る
。
曲
に
關
し
て
言
え
ば
、「
憶
秦
娥
」「
水
歌
頭
」「
滿
江
紅
」「
菩
薩
蠻
」「
念
奴
嬌
」「
西
江
」「
鷓
鴣
天
」「
浣
溪
沙
」「
好
事
」「
南
歌
子
」
の
十
、
い
ず
れ
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
曲
で
、
歌
う
が
殆
ど
い
な
い
謂
る
「
僻
」
は
一
つ
も
無
い
。
一
首
の
字
數
も
、
四
十
二
字
の
「
浣
溪
沙
」
か
ら
一
百
字
の
「
念
奴
嬌
」
ま
で
の
に
收
ま
り
、
極
端
に
長
	の
も
の
は
無
い
。
こ
う
し
た
詞
牌
の

擇
か
ら
言
え
ば
、
朱
子
に
は
、
詞
に
對
し
て
そ
の
を
究
め
て
や
ろ
う
と
す
る
挑
戰
な
意
氣
み
は
感
じ
ら
れ
ず
、
た
だ
當
時
の
流
行
に
乘
っ
て
座
興
と
し
て
作
っ
て
み
た
と
い
う
度
と
見
受
け
ら
れ
る
。
で
右
の
十
八
首
そ
れ
ぞ
れ
の
製
作
年
代
を
考
察
す
る
に
、
そ
の
殆
ど
は
未
詳
で
あ
り
、
副
題
や
詠
ぜ
ら
れ
て
い
る
容
か
ら
推
す
る
し
か
な
い
。
例
え
ば
一
三
「
浣
溪
沙
」
は
そ
の
副
題
か
ら
劉

り
ゅ
う
う
ん
（
一
一
〇
一
―
一
一
七
九
。
「
秀
野
」
と
號
す
）
の
作
に
韻
し
た
も
の
と
る
が
、
體
な
製
作
年
代
は
や
は
り
然
と
し
な
い
。
郭
齊
『
朱
熹
詩
詞
	
年
箋
』
（
巴
蜀
書
、
二
〇
〇
〇
。
以
下
『
	年
箋
』
と
稱
す
）
で
は
、
劉
が
淳
熙
六
年
（
一
一
七
九
）
に
卒
し
て
い
る
こ
と
か
ら
本
詞
の
	
年
を
「
淳
熙
六
年
以
」
と
す
る
に
止
め
る
（
２
）。
こ
う
し
た
中
で
、
〇
一
・
〇
二
・
一
六
・
一
八
の
四
首
は
い
ず
れ
も
確
か
に
乾
三
年
（
一
一
六
七
）
の
作
と
擬
定
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
こ
の
乾
三
年
は
、
朱
子
が
そ
の
畏
友
張

ち
ょ
う
し
ょ
くを
長
沙
に
訪
れ
、
朱
子
・
張

び
朱
子
の
門
人
林
用
中
り
ん
よ
う
ち
ゅ
うと
の
三
人
で
、
十
一
六
日
か
ら
十
六
日
に
か
け
て
南
嶽
衡
山
の
に
赴
き
、
そ
の
三
人
の
で
か
ら
へ
と
興
に
詩
の
酬
答
を
行
い
、
『
南
嶽
倡
酬
集
』
と
題
し
て
そ
の
一
の

で
作
ら
れ
た
作
品
群
を
纏
め
た
年
で
あ
る
。
つ
ま
り
朱
子
の
生
涯
の
詞
作
十
八
首
の
、
そ
の
四
分
の
一
が
こ
の
年
に
作
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
年
に
作
ら
れ
た
詞
作
を
一
つ
一
つ
仔
細
に
辿
っ
て
行
く
と
、
朱
子
の
詞
に
對
す
る
 念
や
心
の
中
の
葛
!が
如
實
に
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
四
首
に
焦
點
を
當
て
、
そ
の
各
詞
を
紹
介
し
つ
つ
、
そ
の
作
ら
れ
た
經
"や
背
景
等
を
以
下
に
見
て
行
き
た
い
。二
乾
三
年
の
朱
子
詞
（
一
）
乾
三
年
の
こ
の
年
、
朱
子
は
秋
八
に
居
の
#建
を
發
ち
、
一
後
の
九
に
長
沙
に
到
$、
長
沙
に
於
て
二
箇

、
嶽
麓
書
院
に
て
の
%學
に
&し
む
。
そ
し
て
そ
の
長
沙
を
離
れ
南
嶽
衡
山
の
に
赴
く
直
、
ま
ず
一
六
「
南
歌
子
張
安
國
韻
」
が
作
ら
れ
た
。
一
六
南
歌
子
張
安
國
韻
南
歌
子
張
安
國
の
韻
に
す
'日
照
樓
船 ◎
'日
樓
船
を
照
ら
す
穩
澄
江
一
片
天 ◎
穩
か
に

よ
ぎ
る
澄
江
一
片
の
天
朱
子
と
詞
（
後
藤
）
111
珍
重
使
君
留
客
意
珍
重
す
使
君
客
を
留 と
どむ
る
の
意
依
然 ◎
依
然
た
り
風
從
今
別
一
川 ◎
風
今
從 よ
り
一
川
い
つ
せ
んに
別
る
離
悄
危
絃 ◎
離
危
絃
に
悄 せ
うた
り
永
夜
霜

氈 ◎
永
夜
霜
氈
を
る
明
日
回
頭
江
樹

明
日
頭 かう
べを
回 め
ぐら
せ
ば
江
樹
く
懷
賢 ◎
賢
を
懷 お
もは
ん
目
斷
空
雁
字
	
◎
目
斷
も
く
だ
んす
空
に
雁
字
の
	な
る
に
こ
の
詞
は
そ
の
副
題
か
ら
「
張
安
國
」
の
詞
に

韻
し
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
が
、
そ
の
「
張
安
國
」
と
は
、
後
世
に
詞
人
と
し
て
名
を
知
ら
れ
る
張
孝
（
一
一
三
二
―
一
一
六
九
）
を
指
す
。
張
孝
、
字
は
安
國
、
于
湖
と
號
す
。
朱
子
よ
り
も
二
年
少
。
二
十
三
に
し
て
第
一
位
で
士
に
第
。
同
年
の
第
に
は
、
詩
人
と
し
て
有
名
な
范
大
や
楊
萬
里
が
い
る
。
中
央
政
界
に
在
っ
た
際
に
は
秦
檜
の
意
に
忤 さか
らっ
て
一
時
下
獄
し
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
後
こ
の
乾
三
年
六
に
、
知
潭
州
・
荊
湖
南
路
提
刑
と
な
っ
て
長
沙
に
赴
任
し
て
い
た
。
張
孝
は
以
か
ら
朱
子
の
名
を
っ
て
お
り
、
秋
九
に
初
め
て
對
面
を
果
た
す
や
、
朱
子
が
嶽
麓
書
院
で
學
す
る
合

を
っ
て
張
孝
は

朱
子
を
招
い
て
倶
に
吟
に
赴
い
た
。
そ
の
後
朱
子
が
長
沙
を
發
つ
際
、
彼
の
た
め
に
別
の
宴
を
開
き
、
そ
の
席
上
、
「
詞
」
の
名
手
で
あ
っ
た
彼
は
、
朱
子
を
る
詞
を
作
っ
た
の
で
あ
る
（
３
）。
南
子
朱
元
行
張
欽
夫
少
	同
集
南
子
朱
元
の
行
く
を
る
張
欽
夫
・
少
	
け
い
せ
う
れ
ん
同
集
す
江
上
歸
船 ◎
江
上
歸
船
を
る
風
雨
排
空
浪
拍
天 ◎
風
雨
空 く
うを
排
し
て
浪
天
を
拍 う
つ
 有

!澆
別
恨
 
さ
い
は
ひに

!の
別
恨
を
澆 そ
そぐ
有
り
悽
然 ◎
悽
然
せ
い
ぜ
んた
り
寶
"燒
#看
$川 ◎
寶
"
は
う
ら
ふ
燒
#
せ
う
く
わ
川
を
$ふ
を
看
る
楚
%對
湘
絃 ◎
楚
%湘
絃
に
對
す
&
'圍
春
錦
帳
氈 ◎
&
'春
を
圍 か
こむ
錦
帳
の
氈 せ
ん
坐
上
定
知
無
俗
客
坐
上
定
め
て
知
ら
ん
俗
客
無
く
倶
賢 ◎
倶
に
賢
な
る
を
便
是
朱
張
與
少
	
◎
便 すな
はち
是
れ
朱
・
張
と
少
	と
（『
于
湖
居
士
文
集
』
卷
三
十
三
）
「
湘
江
の
(
ほ
と
りで
君
の
乘
る
船
を
る
今
)、
あ
い
に
く
風
雨
が
空
を
劈 つ
ん
ざき
、
*卷
く
波
は
天
を
+つ
。
幸
い
に
別
れ
の
悲
し
み
を
ら
す
酒
が
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
別
れ
は
や
は
り
辛
い
。
"燭
や
燈
火
の
燈
る
中
、
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
112
川
を
も
飮
み
干
す
か
と
疑
う
ほ
ど
酒
が
ぐ
い
ぐ
い
ん
で
し
ま
う
。
湘
江
の
女
が
奏
で
る
瑟 し
つの
に
合
わ
せ
て
、
楚
の


は
輕
や
か
に
う
。
そ
の
か
な
	き
は
、
毛
氈
も
う
せ
んの
帳 とば
りを

ら
し
た
こ
の
春
の
如
き
宴
席
を
い
む
。
こ
の
席
に
俗
人
は
い
な
い
。
い
ず
れ
も
賢
才
ば
か
り
。
そ
れ
こ
そ
朱
君
と
張
君
（
張
。
一
の
字 あ
ざ
なは
「
欽
夫
」
）
と
少
ど
の
だ
」
と
、
名
殘
惜
し
げ
に
、
そ
し
て

で
あ
る
朱
子
等
を
持
ち
上
げ
る
よ
う
に
、
張
孝
は
別
れ
の
歌
を
歌
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
宴
席
で
の
興
詞
に
觸
發
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
普
段
は
殆
ど
詞
を
作
ら
な
か
っ
た
と
見
え
る
朱
子
が
、
そ
れ
に
對
す
る
唱
和
の
詞
を
歌
っ
た
の
が
上
の
一
六
「
南
歌
子
張
安
國
韻
」
な
の
で
あ
る
。
朱
子
は
、
「
夕
日
が
照
る
中
、
豪
な
船
が
、
空
一
面
を
映
す
澄
ん
だ
川
面
の
上
を
、
や
か
に
ぎ
て
行
く
。
知
事
殿
の
引
き
留
め
ん
と
す
る
お
氣
持
ち
は
有
り
い
。
後
ろ
髮
を
引
か
れ
る
ば
か
り
。
こ
の
一
面
の
美
し
い
景
色
と
こ
れ
か
ら
別
れ
て
行
こ
う
と
す
る
我
々
で
は
あ
る
が
。
別
れ
の
悲
し
み
は
、
甲
高
い
絃
の
が
	く
た
び
に
、
さ
め
ざ
め
と
い
て
來
る
。
ひ
ん
や
り
と
し
た
氣
配
が
毛
氈
の
帳
の
に
夜
し
染
み
渡
る
だ
ろ
う
。
明
船
に
乘
っ
て
振
り
っ
た
な
ら
ば
、
川
邊
の
木
々
が
第
に
ざ
か
る
中
、
賢
知
事
殿
の
こ
と
を
想
う
だ
ろ
う
。
れ
渡
っ
た
空
を
飛
ぶ
雁
の
 列
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
」
と
、
張
孝
の
手
厚
い
心
配
り
に
感
謝
し
つ
つ
、
!立
っ
た
後
の
船
で
の
こ
と
を
想
像
し
て
、
餘
韻
豐
か
に
歌
を
締
め
括
る
の
で
あ
っ
た
。
"、
張
孝
の
詞
が
「
南
#子
」
の
曲
$で
歌
わ
れ
た
の
に
對
し
て
、
朱
子
の
韻
詞
は
「
南
歌
子
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
文
集
』
の
%記
で
あ
る
。
「
南
#子
」
・
「
南
歌
子
」
に
は
そ
れ
ぞ
れ
複
數
の
體
が
あ
る
が
、
【
５
［
韻
］
・
７
［
韻
］
・
７
・
２
［
韻
］
・
７
［
韻
］
】
を
&後
段
重
ね
る
雙
$五
十
六
字
の
ス
タ
イ
ル
は
、『
詞
律
』『
詞
譜
』
と
も
に
「
南
#子
」
の
一
體
と
し
て
收
め
て
お
り
、
「
南
歌
子
」
に
こ
の
ス
タ
イ
ル
は
無
い
。
三
乾
三
年
の
朱
子
詞
（
二
）
張
孝
に
見
'ら
れ
て
長
沙
を
後
に
し
た
朱
子
一
行
は
、
十
一
(
六
日
か
ら
十
六
日
に
か
け
て
南
嶽
衡
山
を
)
*し
、
そ
の
さ
な
か
+句
・
律
詩
・
古
詩
各
體
の
「
詩
」
を
,
-に
唱
酬
し
合
っ
た
の
だ
が
（
４
）、
朱
子
は
「
詞
」
を
も
作
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
一
八
「
水
$歌
頭
聯
句
問
訊
羅
.同
張
/夫
」
で
あ
る
。
一
八
水
$歌
頭
聯
句
問
訊
羅
.同
張
/夫
水
$歌
頭
聯
句
羅
.に
問
訊
す
張
/夫
を
同 と
もに
す
0
(兩
相
映
0
(兩 ふ
たつ
な
が
ら
相
ひ
映
じ
水
石
互
悲
鳴 ◎
水
石
互
ひ
に
悲
鳴
す
不
知
巖
上
枯
木
知
ら
ず
巖
上
の
枯
木
朱
子
と
詞
（
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今
夜
爲

◎
今
夜
爲
い
か
んの
ぞ
應
見
塵
中
膠
擾
應 ま
さに
塵
中
の
膠
擾
か
う
ぜ
うを
見
て
便
山
空
曠
便 すな
はち

い
ふ
べ
し
山
は
空
曠
に
し
て
與
麼
了
生 ◎
與
麼
し
か
く
生
を
了 を
へ
ん
と
與
麼
生
了
與
麼
く
生
了
は
れ
ば
天
命
不
流
行 ◎
天
命
は
流
行
せ
ず
〈
熹
〉
披
衣
ち
て
衣
を
披 き
て
瞻
碧

碧
を
瞻 み
れ
ば
露
	


◎
露
	

し
寥
寥
千
載
寥
寥
た
る
千
載
此
事
本
分
明 ◎
此
の
事
本
よ
り
分
明
な
り
向
乾
坤
識
易

も
し
乾
坤
に
向
ひ
て
易 え
きを
識
ら
ば
便
信
行
藏
無

便
ち
信
ず
行
藏

へ
だつ
る
こ
と
無
く
處
處
總
圓

◎
處
處
總
べ
て
圓
せ
ん
と
記
取
淵
冰
語
記
取
せ
よ
淵
冰
の
語
を
莫
錯
定
盤
星 ◎
定
盤
星
を
錯 あや
まる
莫
か
れ
〈
〉
こ
の
詞
は
段
を
朱
子
が
、
後
段
を
張
が
作
る
と
い
う
、
詞
で
は
珍
し
い
聯
句
の
體
裁
を
取
っ
て
い
る
。
段
第
九
句
の
「
天
命
」
の
部
分
は
四
部
叢
刊
本
で
は
二
字
の
缺
字
と
な
っ
て
い
る
が
、『
年
箋
』
の
校
勘
記
に
據
れ
ば
宋
浙
本
で
は
「
天
命
」
に
作
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
「
天
命
」
の
二
字
を
補
っ
た
。
ま
た
後
段
第
五
句
「
此
事
本
分
明
」
に
は
二
字
不
足
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
『
詩
譜
』
の
「
水
歌
頭
」
の
條
に
は
計
八
體
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
正
格
と
さ
れ
て
い
る
三
體
は
い
ず
れ
も
九
十
五
字
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
り
、
他
に
九
十
七
字
二
體
、
九
十
六
字
・
九
十
四
字
が
そ
れ
ぞ
れ
一
體
づ
つ
げ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、
本
詞
九
十
三
字
の
ス
タ
イ
ル
は
見
え
な
い
。
先
に
げ
た
朱
子
の
他
の
「
水
歌
頭
」
は
い
ず
れ
も
九
十
五
字
。
〇
三
・
〇
四
は
後
段
第
四
・
五
句
が
【
六
字
・
五
字
】
で

さ
れ
る
の
に
對
し
て
、
一
五
は
【
四
字
・
七
字
】
と
い
う
い
が
有
る
の
み
で
あ
り
、
こ
の
箇
は
い
ず
れ
も
合
計
十
一
字
と
な
る
（
こ
の
【
六
字
・
五
字
】
【
四
字
・
七
字
】
の
ス
タ
イ
ル
は
『
詩
譜
』
で
は
い
ず
れ
も
正
格
と
さ
れ
て
い
る
）。
そ
れ
故
、
「
寥
寥
千
載
、
此
事
本
分
明
」
の
部
分
に
疑
問
を
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
副
題
び
歌
わ
れ
て
い
る
容
か
ら
、
こ
れ
は
朱
子
一
行
が
衡
山
に
登
り
、
十
一
十
三
日
に

峰
の
下
に
あ
る
方
廣
寺
に
宿
っ
た
際
に
作
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
方
廣
寺
で
作
ら
れ
た
朱
子
の
「
霜

擇
之
韻
」
詩
に
「

峯
頂

る
る
の
天
／
閣
霜

く
し
て
縷
烟
を
 つ
」
と
あ
り
、「
枯
木
擇
之
韻
」
詩
に
「
百
年
の
蟠
木
老
!牙
／
偃
蹇
と
し
て
春
風
に
も

は
な
さく
を
肯
ぜ
ず
」
と
あ
る
の
が
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
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そ
の
傍
證
と
な
ろ
う
（
５
）。
ま
た
、
『
年
箋
』
で
は
、
こ
の
時
朱
子
等
は
方
廣
寺
の
守
榮
と
い
う
長
老
が
入
滅
し
た
こ
と
を
聞
き
、
「
夜
宿
方
廣
聞
長
老
守
榮
去
夫
感
而
賦
詩
因
其
韻
」
と
い
う
詩
を
作
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
思
い
は
盡
き
ず
、
羅
松
の
枯
木
に
問
い
掛
け
る
形
を
借
り
て
、
朱
子
等
の
理
學
見
解
を
吐
露
し
た
も
の
だ
と
解
	す
る
。
本
詞
で
は
ま
ず
朱
子
が
、
「

り
積
も
っ
た
と
の
光
が
互
い
に
照
り
映
え
、
流
れ
る
川
の
水
と
岩
と
が
互
い
に
悲
し
げ
な
を
立
て
て
い
る
。
さ
て
岩
の
上
に
立
つ
枯
れ
木
よ
、
お
は
今
い
か
な
る
心
持
ち
な
の
か
。
枯
れ
木
は
下
界
の
亂
れ
た
樣
を
見
下
ろ
し
て
こ
う
言
う
だ
ろ
う
。
山
中
は
が
ら
ん
と
し
て
何
も
無
く
、
こ
の
よ
う
な
中
で
一
生
を
え
る
の
だ
、
と
。
だ
が
枯
れ
木
よ
、
そ
の
よ
う
に
一
生
が
わ
る
の
な
ら
ば
、
我
々
個
々
に
賦
與
さ
れ
た
天
命
と
い
う
も
の
は
自
由
に
流
せ
ぬ
で
は
な
い
か
」
と
詠
じ
た
。
朱
子
は
「
空
曠
」
た
る
山
中
に
在
る
枯
れ
木
を
見
て
、
『
子
』
逍
遙
篇
の
「
今
子
有
大
樹
、
患
其
無
用
。
何
不
樹
之
於
無
何
有
之
、
廣
莫
之
野
、
彷
徨
乎
無
爲
其
側
、
逍
遙
乎
寢
臥
其
下
。
不
夭
斤
斧
、
物
無

。
無
可
用
、
安
困
哉
」
の
一
に
思
い
を
馳
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
世
俗
に
役
に
立
た
な
い
こ
と
を
氣
に
病
む
必
は
無
く
、
役
に
立
た
な
い
か
ら
こ
そ
世
俗
を
超
越
し
て
本
來
の
「
性
」
を
う
で
き
る
と
い
う
、
老
思
想
の
謂
る
「
無
用
の
用
」
を
批
す
る
の
で
あ
る
。
と
光
、
流
れ
る
水
と
川
の
中
の
岩
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
孤
立
し
て
交
の
態
に
在
る
の
で
は
な
く
、
互
い
に
接
觸
し
刺
戟
し
合
っ
て
い
る
。
そ
れ
こ
そ
が
「
理
」
の
統
括
の
下
に
「
氣
」
が
活
 に
!動
す
る
象
"な
の
で
あ
り
、
天
が
#物
個
々
に
賦
與
し
た
「
天
理
」
の
下
、
理
氣
一
體
の
自
由
な
流
に
到
る
の
で
あ
る
と
訴
え
る
の
で
あ
る
。そ
れ
を
承
け
て
張
$は
、
「
立
っ
て
衣
を
%織
り
、
夜
空
の
天
の
川
を
眺
め
れ
ば
、
露
の
玉
が
&ら
か
に
輝
く
。
遙
か
千
年
の
長
き
に
亘
っ
て
、
'理
と
い
う
も
の
は
も
と
よ
り
は
っ
き
り
し
て
い
る
も
の
。
こ
の
天
地
の
(に
於
い
て
、
陰
陽
)え
ず
流
轉
變
す
る
〈
易
〉
と
い
う
働
き
を
見
極
め
た
の
で
れ
ば
、
出
處
*
+の
別
無
く
、
ど
の
よ
う
な
況
に
於
い
て
も
圓
滿
に
,り
行
く
の
で
あ
る
。
『
戰
戰
兢
兢
、
深
淵
に
臨
む
が
如
く
、
-氷
を
履
む
が
如
し
』
と
い
う
『
詩
經
』
の
言
.を
肝
に
銘
じ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
天
秤
の
目
/り
を
見
0っ
て
は
い
け
な
い
」
と
詠
ず
る
。
『
易
經
』
卷
七
〈
1辭
上
傳
〉
に
「
生
生
之
謂
易
」
と
あ
り
、
天
地
の
物
を
生
ん
で
已
ま
な
い
働
き
こ
そ
「
易
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
と
云
う
。
そ
の
'理
を
見
極
め
た
の
で
あ
れ
ば
、
人
が
出
で
て
仕
え
よ
う
と
も
、
野
に
在
っ
て
門
を
閉
ざ
し
て
い
よ
う
と
も
、
そ
れ
は
變
の
一
2
3で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
況
や
分
に
應
じ
た
安
息
が
自
ず
と
,し
朱
子
と
詞
（
後
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げ
ら
れ
る
も
の
だ
と
、
張
は
破
す
る
。
但
し
ど
の
況
に
在
っ
て
も
愼
重
に
行
動
し
、
理
を
踏
み
外
し
た
行
い
を
し
な
い
よ
う
に
す
る
べ
き
だ
、
と
も
付
け
加
え
る
の
で
あ
る
。
結
句
の
「
莫
錯
定
盤
星
」
は
禪
宗
で
多
く
用
い
ら
れ
る
言
で
あ
り
、
例
え
ば
『
碧
巖
』
卷
一
に
「
識
取
鉤
頭
意
、
莫
	

	定
	盤
	星
	」
と
あ
る
。
こ
の
聯
句
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
詞
は
己
が
思
想
を
吐
露
す
る
一
種
の
「
哲
理
詞
」
で
あ
る
。
詞
に
於
い
て
「
哲
理
」
を
く
風
は
北
宋
の
蘇
軾
に
始
ま
る
と
言
っ
て
も
良
い
。
蘇
軾
は
、
專
ら
男
女
の
戀
愛
の
を
中
心
に
し
て
た
お
や
か
な
感
を
詠
ず
る
從
來
の
婉
の
詞
風
を
し
と
せ
ず
、
「
」
を
求
す
る
「
詩
」
の
傳
統
手
法
を
「
詞
」
に
入
し
、
豪
快
な
表
現
や
徹
し
た
人
生
を
詞
に
り
み
、
後
世
「
豪
放
」
と
稱
さ
れ
る
一
を
形
す
る
に
到
っ
た
。
そ
の
哲
理
詞
の
代
表
作
が
「
明
幾
時
有
」
で
始
ま
る
「
水
歌
頭
丙
辰
中
秋
歡
飮
旦
大
醉
作
此
篇
懷
子
由
」
で
あ
り
、
朱
子
・
張
が
こ
の
時
、
そ
れ
ま
で
「
詩
」
に
よ
っ
て
唱
酬
を
重
ね
て
來
た
に
も
關
わ
ら
ず
、
敢
え
て
「
水
歌
頭
」
の
曲
を
ん
で
「
詞
」
を
作
り
己
が
哲
理
を
い
た
の
も
、
蘇
軾
に
倣
っ
た
も
の
と
見
做
し
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
朱
子
は
他
に
同
じ
曲
で
一
五
「
水
歌
頭
括
杜
牧
之
齊
山
詩
」
を
も
作
っ
て
い
る
が
、
人
の
詩
文
を
「
詞
」
に
仕
立
て
直
す
謂
る
「
括
體
」
も
蘇
軾
に
始
ま
る
も
の
で
あ
り
、
杜
牧
の
「
九
日
齊
安
登
高
」
詩
を
詞
に
仕
立
て
た
作
と
し
て
蘇
軾
に
「
定
風
波
重
陽
括
杜
牧
之
詩
」
が
あ
る
。
こ
う
し
て
見
て
來
る
と
、
普
段
は
餘
り
詞
を
作
ら
な
い
朱
子
で
は
あ
る
が
、
い
ざ
詞
を
作
る
際
に
そ
の
手
本
と
し
て
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
の
は
蘇
軾
で
あ
っ
た
と
見
て
良
い
。
 、
南
嶽
!
"時
に
爲
さ
れ
た
唱
酬
の
作
は
後
に
『
南
嶽
倡
酬
集
』
と
し
て
纏
め
ら
れ
る
が
、
現
行
の
『
南
嶽
倡
酬
集
』
に
右
の
詞
は
收
載
さ
れ
て
い
な
い
。
現
行
の
『
南
嶽
倡
酬
集
』
は
林
用
中
の
十
一
代
子
孫
、
林
果
が
そ
の
家
#の
$稿
を
基
に
再
%を
試
み
た
稿
本
を
&本
と
し
て
お
り
、
朱
子
と
張
兩
人
の
み
で
聯
句
が
爲
さ
れ
、
林
用
中
が
そ
の
作
に
與
り
得
な
か
っ
た
こ
の
詞
は
「
唱
酬
」
の
'に
は
入
ら
な
い
、
と
林
果
が
考
え
た
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
或
い
は
林
家
に
家
臧
さ
れ
て
い
た
林
用
中
の
$稿
は
度
々
兵
火
に
(
)し
た
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
大
*は
散
佚
し
、
+時
に
比
し
て
十
分
の
一
,度
し
か
殘
っ
て
い
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
故
、
林
果
が
再
%を
試
み
た
時
點
で
已
に
こ
の
詞
は
散
佚
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
（
６
）。
四
乾
三
年
の
朱
子
詞
（
三
）
そ
の
後
、
!
"を
-え
て
衡
山
を
下
り
た
朱
子
一
行
は
、
北
東
に
.
ん
で
十
一
二
十
二
日
に
/州
（
今
の
湖
南
省
株
洲
）
に
至
り
、
そ
こ
で
張
と
別
れ
、
朱
子
は
弟
子
の
林
用
中
と
范
念
0を
1っ
て
2建
へ
中
國
詩
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叢
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の
歸
に
就
き
、
一
か
け
て
よ
う
や
く
家
族
の
待
つ
崇
安
に
歸
り

く
。
そ
の
歸
の
中
に
作
ら
れ
た
の
が
〇
一
・
〇
二
「
憶
秦
娥

二
奉
懷
	夫
」
の
二
首
で
あ
る
。
〇
一
憶
秦
娥

二
奉
懷
	夫
其
一
憶
秦
お
く
し
ん娥 が

二

	夫
を
懷 お
もひ
奉
る
其
の
一
雲
垂


◎
雲

を
垂
る
陰
風
慘
淡
天


◎
陰
風
慘
淡
天

つ
天


◎
天

つ
千
林
瓊
玖
千
林
の
瓊
玖
け
い
き
う
一
空
鸞
鶴 ◎
一
空
の
鸞
鶴
ら
ん
か
く
征
車
渺
渺
穿


◎
征
車
渺
渺
べ
う
べ
う

を
穿 う
がつ
路

路
離
索 ◎
路 み
ち
ひ
路
に
ひ
離
索
を
す
離
索 ◎
離
索
を
す
溪
山
水
溪
せ
ん
け
いの
山
水
碧
湘
樓
閣 ◎
碧
湘
の
樓
閣
〇
二
憶
秦
娥

二
奉
懷
	夫
其
二
憶
秦
お
く
し
ん娥 が

二

	夫
を
懷 お
もひ
奉
る
其
の
二

發 ◎

發 ひ
らく

掛
瑤
臺

◎

掛
け

つ
く
瑤
臺
の

瑤
臺

◎
瑤
臺
の

和
羹
心
事
羹 あつ
も
のを
和
す
る
の
心
事
履
霜
時

◎
霜
を
履 ふ
む
の
時

野
橋
流
水
聲
嗚
咽 ◎
野
橋
流
水
聲
嗚
咽
す
行
人
立
馬
空
愁

◎
行
人
馬
を
立 と
どめ
て
空 む
なし
く
愁
す
空
愁

◎
空
し
く
愁
す
爲
誰
凝
佇
誰 た
が
爲
に
か
凝
佇
し
爲
誰
攀
折 ◎
誰
が
爲
に
か
攀
折
す
る
こ
の
二
首
の
作
は
、
が
積
も
る
中
、
白
の
林
に
さ
し
か
か
っ
た
際
、
ふ
と
張
の
こ
と
を
思
い
こ
し
、
友
と
離
れ
離
れ
と
な
っ
た
寂
し
さ
が
改
め
て
胸
に
き
こ
っ
た
こ
と
を
機
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
朱
子
は
其
の
一
で
、
「
雲
が
た
れ
め
、
身
の
毛
も
よ
だ
つ

風
が
吹
く
中
、
が
い
ち
て
來
た
。
が
い
ち
て
、
邊
り
の
木
々
は
輝
く
寶
玉
に
變
じ
、
空
一
面
ま
る
で
白
い
鸞 おお
と
りや
鶴
が
い
飛
ん
で
い
る
よ
う
。
は
る
ば
る
む
の
馬
車
は
の
中
、
白
の
林
を
 
り
!け
る
が
、
邊
り
一
面
銀
世
界
ゆ
え
、
は
"ら
ず
に
い
孤
獨
の
思
い
は
#る
ば
か
り
。
孤
獨
の
思
い
が
#っ
た
末
、
六
$時
代
に

朱
子
と
詞
（
後
藤
）
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の
中
を
友
を
訪
ね
た
王 お
う徽
之
き
し
に
思
い
を
馳
せ
、
引
い
て
は
湘
江
の
邊 ほと
りの
樓
閣
に
い
る
君
（
張
）
に
思
い
を
馳
せ
る
の
だ
」
と
歌
う
。
白
の
林
に
が
り
し
き
り
、
ど
こ
も
か
し
こ
も
白
一
色
ゆ
え
が
ら
な
く
な
り
か
け
た
。
そ
の
氣
持
ち
の
心
細
さ
が
「
離
羣
索
居
」
ち
友
を
求
め
る
思
い
を
	幅
さ
せ
、
引
い
て
は
無
二
の
親
友
張
に
思
い
を
馳
せ
る

機
と
な
っ
た
と
、
本
作
作
の
經
を
括
に
敍
べ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
下
地
を
踏
ま
え
て
其
の
二
で
は
、
「
の
が
き
、
そ
の

に
美
し
い
が
掛
か
っ
て
い
る
。
美
し
い
に
は
玉
の
宮
殿
が
あ
り
、
宮
殿
に
赴
い
て
皇
陛
下
を
お
助
け
し
よ
う
と
い
う
君
の
心
積
も
り
と
、
危
う
い
兆
し
が
見
え
始
め
た
當
今
の
政
治
況
が
心
に
か
ん
で
來
る
。
野
邊
の
橋
の
下
を
流
れ
る
川
は
咽
び
泣
き
、
人
（
私
）
は
暫
し
馬
を

と
め
て
悲
し
み
に
れ
る
。
悲
し
み
に
れ
る
の
だ
が
、
さ
て
誰
の
た
め
に
じ
っ
と
佇
み
、
誰
の
た
め
に
の
枝
を
折
ろ
う
と
す
る
の
か
」
と
歌
う
。
「
和
羹
」
は
『
書
經
』
卷
十
〈
命
下
〉
に
「
作
和
羹
、
爾
惟
鹽
」
と
あ
り
、
ス
ー
プ
の
味
を
え
る
際
に
鹽
や
醋 す
（
「
」
）
を
用
い
る
こ
と
。
轉
じ
て
、
君
を
補
佐
し
て
政
務
を
整
す
る
宰
相
を
言
う
。
ま
た
「
履
霜
」
は
『
易
經
』
卷
一
〈
坤
〉
卦
に
「
象
曰
、
履
霜
堅
冰
、
陰
始
凝
也
。
馴
其
、
至
堅
冰
也
」
と
あ
り
、
霜
を
踏
む
時
 に
已
に
、
更
に
!く
な
っ
て
堅
い
氷
と
な
る
嚴
"期
の
こ
と
を
予
期
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
く
。
ま
た
同
時
に
、
『
禮
記
』
卷
二
十
四
〈
祭
義
〉
に
「
霜
露
#
、
君
子
履
之
、
必
有
悽
愴
之
心
。
非
其
!之
謂
也
」
と
あ
り
、
君
子
が
霜
を
踏
め
ば
必
ず
冷
や
や
か
な
哀
$が
%い
て
來
る
が
、
そ
れ
は
何
も
氣
候
が
!く
な
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
季
 
の
移
り
變
わ
り
に
氣
付
く
ご
と
に
、
離
れ
離
れ
と
な
っ
て
い
る
肉
親
や
親
友
を
思
い
&こ
す
か
ら
で
あ
る
と
く
。
其
の
二
で
は
、
ま
ず
の
枝
に
掛
か
る
か
ら
傳
上
の
の
宮
殿
を
想
し
、
更
に
そ
の
宮
殿
'び
か
ら
、
い
つ
か
は
中
央
政
界
に
(り
き
、
宮
中
の
皇
を
補
佐
せ
ん
と
企
圖
す
る
張
の
心
$を
推
し
量
る
。
更
に

る
中
を
行
く
朱
子
の
現
在
の
況
か
ら
、
危
う
い
兆
し
が
見
え
始
め
た
當
今
の
政
治
況
と
友
を
慮
る
心
$を
重
)
に
典
故
の
中
に
溶
け
*ま
せ
る
。
そ
し
て
最
後
に
己
の
悲
哀
を
風
景
に
同
+さ
せ
つ
つ
、
詮
方
な
い
思
い
を
感
傷
に
訴
え
て
締
め
括
る
の
で
あ
る
。
本
作
は
十
八
首
あ
る
朱
子
の
詞
の
中
で
も
最
上
の
作
と
言
っ
て
も
良
い
。
言
い
換
え
れ
ば
最
も
詞
ら
し
い
詞
で
あ
る
。
特
に
其
の
二
は
,
品
で
あ
ろ
う
。
-、
洪
力
行
撰
『
朱
子
可
聞
詩
集
』
は
、
本
作
を
.
す
る
に
、「
鳳
/」
な
る
0の
言
を
引
い
て
1の
よ
う
に
言
う
。
此
の

李
2
3を
,唱
と
爲
す
。
千
載
の
詞
場
、
嗣
4爲 た
り
5
し
。
今
此
の
二
6を
讀
む
に
、
氣
渾
7
8、
聲
$紙
に
滿
つ
。
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
た
とひ
舉
げ
て
以
て
晏
同
叔
・
秦
少
游
の
輩
に
示
す
と
も
、
當
に
其
の
工
拙
を
辨
ず
る
こ
と
莫
か
る
べ
し
（
７
）。
古
來
、
「
憶
秦
娥
」
の
詞
は
李
白
の
作
（
「
簫
聲
咽
…
…
」
）
が
唱
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
嗣
ぐ
作
品
は
殆
ど
無
い
が
、
今
こ
の
二
首
を
讀
め
ば
、
ま
さ
し
く
氣
渾

、
歌
聲
と
感
が
紙
幅
に
滿
ち
溢
れ
て
い
る
。
婉

の
詞
人
と
し
て
有
名
な
北
宋
の
晏
珠
や
秦
觀
等
に
こ
の
詞
を
見
せ
て
も
、
己
の
作
と
ど
ち
ら
が
上
か
優
劣
付
け
が
た
い
筈
だ
と
稱
贊
す
る
の
で
あ
る
。
	が
朱
子
は
こ
の

作
を
歌
っ
た
直
後
、
の
よ
う
な
詩
を
作
り
、
詞
と
の
訣
別
を
宣
言
す
る
の
で
あ
る
。
題
二
後
自
是
不
復
作
矣
二
の
後 の
ちに
題
す
是 こ
れ自 よ
り
復 ま
た
作
ら
ず
久
惡
哇
混
太
和 ◎
久
し
く
惡 に
くむ
哇
は
ん
あ
いの
太
和
を
混
ず
る
を
云
何
今
日
自
吟
哦 ◎
云
何
い
か
んぞ
今
日
自 みづ
から
吟
哦
す
る
世
萬
事
皆
如
此
世
萬
事
皆
な
此 か
く
の
如
し
兩
行
將
用
斧
柯 ◎
兩
行 ゆ
くゆ
く
將 ま
さに
斧
柯
を
用
ひ
ん
と
す
（『
文
集
』
卷
五
）
朱
子
は
、
「
こ
れ
ま
で
長
ら
く
み
だ
り
が
わ
し
い
歌
聲
が
心
の
靜
を
亂
す
の
を
々
し
く
思
っ
て
來
た
。
な
の
に
何
故
に
今
日
そ
の
忌
ま
わ
し
い
歌
と
い
う
も
の
を
自
分
か
ら
吟
じ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
世
で
は
事
み
な
、
の
を
早
く
摘
み
取
っ
て
お
な
か
い
と
、
將
來
大
鉈
お
お
な
たを
揮
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
も
の
だ
」
と
詠
じ
、
詞
を
「
哇
」
（
「
鄭
衞
の
聲
」
の
よ
う
に
人
を
惑
わ
す
だ
け
の
淫
靡
で
俗
な
樂
）
と
見
做
し
て
、
そ
れ
を
自
分
か
ら
作
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
ひ
ど
く
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
詞
を
作
ろ
う
と
考
え
た
そ
の
氣
持
ち
を
「
兩
」
（
の
）
と
見
做
し
、
の
は
早
い
に
摘
み
取
る
に
限
る
と
ば
か
り
、
「
自
是
不
復
作
矣
」
（
こ
れ
以
は
二
度
と
作
ら
な
い
こ
と
に
し
た
）
と
表
明
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
も
見
事
な
詞
を
作
り
上
げ
て
お
き
な
が
ら
、
何
故
に
己
の
ち
を
懼
れ
る
か
の
如
く
そ
れ
を
や
み
、
詞
と
の
訣
別
を
決
斷
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
は
朱
子
の
詞
に
對
す
る
複
雜
な
意
識
と
心
の
葛

が
潛
ん
で
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
に
乾
三
年
當
時
の
朱
子
の
詩
歌
と
そ
の
背
景
を
探
っ
て
み
た
い
。
五
乾
三
年
當
時
の
朱
子
の
詩
歌

實
は
朱
子
は
こ
の
乾
三
年
當
時
、
詞
の
み
な
ら
ず
廣
く
詩
歌
を
作
る
こ
と
に
對
し
て
戒
感
を
い
て
た
。
そ
の
思
い
は
南
嶽
衡
山
を
 
!し
て
多
く
の
詩
の
唱
酬
を
行
っ
た
當
時
か
ら
已
に
生
え
て
い
た
。
張
"の
「
南
嶽
唱
酬
序
」
に
早
く
も
の
よ
う
な
一
#が
見
ら
れ
る
。
…
…
己
卯
の
夕 ゆ
ふ
べ［
十
一
$十
五
日
］、
中
夜
凛
然
た
る
に
方 あ
たり
て
、
朱
子
と
詞
（
後
藤
）
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殘
火
を
撥
し
て
相
ひ
對
す
る
に
、
吾
が
三
人
の
是
の
數
日

亦
た
詩
に

す
さ
め
る
を
念
ず
。
大
抵
事
に
大
小
美
惡
無
く
、
流
れ
て
ら
ず
、
皆
な
以
て
志
を
喪 うし
なふ
に
足
る
。
是 こ
こに
於
て
始
め
て
束
を
定
め
て
、
日
當 ま
さ
に
止
む
べ
し
。
蓋
し
是
れ
後
事
歌
ふ
可
き
有
り
と
雖
ど
も
、
亦
た
復 ま
た
詩
に
見 あら
はさ
ざ
る
な
り
。
嗟
乎
あ
あ
、
是
の
を
覽 み
る
、
其
れ
亦
た
吾
が
三
人
の
を
以
て
自 みづ
から
	
い
ま
しむ
る
か
。
…
…
（
８
）
（『
南
軒
集
』
卷
十
五
）


を
え
て
下
山
す
る
日
の
夜
、
朱
子
・
張
・
林
用
中
の
三
人
で
語
ら
い
を
し
て
い
る
際
に
、
彼
ら
は
こ
の
數
日
に
詩
作
に
現 うつ
つを
か
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
改
め
て
反
省
し
た
。
こ
の
よ
う
に
「
詩
に

す
さ」
ん
で
し
ま
っ
て
は
ひ
い
て
は
「
志
を
喪 うし
な」
う
と
い
う
ま
で
ん
で
し
ま
う
。
そ
れ
故
、
日
か
ら
は
詩
は
も
う
作
ら
な
い
と
い
う
取
り
決
め
を
し
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
張
の
序
に
據
れ
ば
の
七
日

の
行
で
計
百
四
十
九
篇
の
詩
を
作
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、
一
人

均
五
十
首
。
ま
さ
し
く
作
詩
三
昧
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
も
う
詩
を
作
る
の
は
止 よ
そ
う
と
い
う
束
を
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
下
山
し
た
後
も
彼
ら
は
詩
を
作
り
續
け
た
。
朱
子
の
「
南
嶽
山
後
記
」
で
は
の
よ
う
に
云
う
。
…
…
其
の
［
十
一
十
九
日
に
山
麓
の
業
寺
を
發
ち
、
十
一
二
十
二
日
に
州
し
ょ
し
う
に
至
っ
て
張
と
分
か
れ
る
ま
で
の
］
山
川
林
野
、
風
景
物
、
向
來
き
や
う
ら
い
見
る
に

く
ら
べ
て
詩
に
非
ざ
る
無
し
。
而
う
し
て
日
に
有
り
。
然
れ
ど
も
亦
た
夫 か
の
別
る
る
日
の
れ
る
を
念
じ
、
而
う
し
て
日
ず
る

蓋
し

に
其
の
端
を
開
き
て
未
だ
竟 を
はら
ざ
る
有
り
。
方 ま
さに
且 しば
らく
相
ひ
與 と
も
に
思
繹
討
論
し
て
、
以
て
其
の
 を
畢 を
ふ
れ
ば
、
則
ち
其
の
詩
に
於
て
固
よ
り
暇 いと
まあ
ら
ざ
る
の
有
り
。
丙
戌
［
十
一
二
十
二
日
］
の
莫 く
れ、
熹
衆
に
!
つ
げ
て
曰
く
、「
詩
の
作
や
、
本
よ
り
善
か
ら
ざ
る
も
の
有
る
に
非
ざ
る
な
り
。
而
れ
ど
も
吾
人
の
深
く
"
こ
らし
て
痛
く
之
を
#つ
以
の
は
、
其
の
流
れ
て
患
を
生
ず
る
を
懼 お
そ
る
る
の
み
。
初
め
よ
り
亦
た
豈
に
詩
に
咎 と
が有
ら
ん
や
。
然
り
而
れ
ど
も
今
$別
の
期
%づ
き
て
&夕
に
在
り
。
言
に
非
ざ
れ
ば
則
ち
以
て
喩 た
と
へ
'き
の
懷 おも
ひを
寫 う
つ
す
無
し
。
然
ら
ば
則
ち
日
一
時
矯
枉
(甚
の
、
今
亦
た
以
て
罷 や
む
可
き
な
り
」
と
。
皆
な
應 こ
たへ
て
「
)
だ
く
」
と
曰
ふ
。
に
し
て
*夫
詩
を
以
て
+り
、
吾
が
三
人
［
朱
子
・
林
用
中
・
范
念
,］
も
亦
た
各
お
の
答
賦
し
て
以
て
意
を
見 あら
はす
。
熹
は
則
ち
又
た
み
て
言
ひ
て
曰
く
、「
日
の

已
に
(ぎ
た
り
。
然
れ
ど
も
其
の
戒
懼
-省
の
意
は
、
則
ち
.る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
何
と
な
れ
ば
則
ち
、
詩
は
本
よ
り
志
を
言
へ
ば
、
則
ち
其
の
湮
鬱
い
ん
う
つを
宣
暢
し
、
中
に
優
柔
す
る
に
宜 よ
ろし
。
而
れ
ど
も
其
の
流
る
る
は
乃
ち
幾 ほ
とん
ど
志
を
喪 うし
なふ
に
至
る
。
羣
居
に
中
國
詩
文
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叢
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輔
仁
有
る
の
は
、
則
ち
其
の
義
理
得
、
動 や
やも
す
れ
ば
倫
慮
に
中 あ
たる
に
宜
し
。
而
れ
ど
も
ほ
或
ひ
は
流
る
る
を

ま
ぬ
かれ
ず
。
況
ん
や
離
羣
索
居
の
後
、
事
物
の
變
窮 き
は
まる
無
く
、
幾

き
び
の
、
毫
忽
の
際
、
其
の
以
て
耳
目
を
營
惑
し
心
意
を
感
移
す
可
き
、
又
た
將 は
た
何
を
以
て
之
を
禦 ふ
せが
ん
や
。
故
に
	日
の
戒
懼

省
の
意
は
、
小
と
曰
ふ
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
亦
た

あ
や
ま
ちに
當
る
な
り
。
是
に
由
り
て
之
を
擴
充
す
れ
ば
、
其
れ

あ
や
ま
ち
寡 すく
なき
に
庶
幾
ち
か
か
ら
ん
」
と
。
夫
曰
く
、
「
子 し
の
言
や
善
し
。
其
れ
に
之
を
書
し
て
、
以
て
詔 つ
げ
て
る
る
毋 な
か
れ
」
と
。
…
…
（
９
）（『
文
集
』
卷
七
十
七
）
長
沙
に
張
を
訪
れ
て
よ
り
、
朱
子
は
し
ば
し
ば
張
と
學
上
の
討
論
を
重
ね
て
い
た
。
南
嶽

時
に
は
風
景
に
心
奪
わ
れ
て
詩
ば
か
り
詠
じ
て
い
た
が
、
下
山
後
、
張
と
の
別
れ
の
日
が
刻
一
刻
と
る
に
當
た
り
、
議
論
の
端
を
開
い
た
だ
け
で
決
が
付
い
て
い
な
い
も
の
が
多
々
あ
る
故
、
そ
れ
に
け
り
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
詩
を
詠
じ
て
い
る
暇
な
ど
無
い
。
か
と
言
っ
て
山
川
の
景
は
ど
う
し
て
も
詩
心
を
き
立
て
る
。
そ
こ
で
朱
子
は
こ
う
提
案
す
る
。
「
詩
を
作
る
こ
と
は
何
も
惡
い
こ
と
で
は
な
い
が
、
先
日
詩
は
も
う
作
る
ま
い
と
取
り
決
め
を
し
た
の
は
、
詩
に
流
さ
れ
て

を
生
ず
る
こ
と
を
懼
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
何
も
詩
に
罪
が
有
る
譯
で
は
な
い
。
ま
し
て
別
れ
の
日
が
目
	
に
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
曰
く
言
い
い
心
の
中
の
思
い
は
詩
で
な
け
れ
ば
言
い
表
せ
な
い
だ
ろ
う
。
な
ら
ば
日
に
爲
さ
れ
た
詩
を
作
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
行
き
ぎ
た
束
は
、
や
は
り
撤
回
し
よ
う
で
は
な
い
か
」
。
そ
の
提
案
に
皆
が
同
意
し
、
詩
を
作
る
こ
と
が
再
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
朱
子
は
更
に
言
う
。
「
日
の
取
り
決
め
は
行
き
ぎ
で
は
あ
っ
た
が
、
詩
に
流
さ
れ
る
の
を
懼
れ
自
ら
を
戒
め
る
氣
持
ち
は
れ
て
は
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
、
詩
は
元
來
心
の
中
に
あ
る
己
が
志
を
敍
べ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
に
は
、
鬱
屈
し
た
思
い
の
丈 た
けを
思
う
存
分
べ
た
り
、
心
を
穩
や
か
に
宥
め
た
り
す
る
に
は
合
が
良
い
。
た
だ
詩
を
作
る
こ
と
に
溺
れ
て
し
ま
え
ば
、
志
を
失
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。
こ
れ
か
ら
友
と
れ
孤
獨
な
を
續
け
て
行
く
際
に
は
、
行
く
先
々
で
樣
々
な
も
の
に
影
を
受
け
て
心
は
搖
れ
動
く
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
際
に
は
、
詩
を
擱
い
て
他
に
何
に
よ
っ
て
對
處
し
た
ら
良
い
で
あ
ろ
う
」。
朱
子
も
「
毛
詩
大
序
」
以
來
の
傳
統
 な
「
詩
言
志
」
!を
繼
承
し
、
心
の
中
の
思
い
を
べ
る
た
め
に
詩
は
あ
る
の
だ
と
考
え
る
。
朱
子
が
後
年
（
淳
熙
四
年
［
一
一
七
七
］
）
完
"さ
せ
た
『
詩
集
傳
』
の
序
文
に
も
、
或
る
ひ
と
予
に
問
ふ
こ
と
有
り
て
曰
く
、
「
詩
は
何
の
爲
に
し
て
作 お
こる
や
」
と
。
予
之
に
應
へ
て
曰
く
、「
人
生
れ
て
靜
な
る
は
、
天
の
性
な
り
。
物
に
感
じ
て
動
く
は
、
性
の
欲
な
り
。
夫 そ
れ
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欲
有
れ
ば
、
則
ち
思 おも
ひ無
き
こ
と
能
は
ず
。
に
思
有
れ
ば
、
則
ち
言
無
き
こ
と
能
は
ず
。
に
言
有
れ
ば
、
則
ち
言
の
盡
く
す
能
は
ず
し
て
咨
嗟
咏
歎
の
餘
に
發
す
る
の
、
必
ず
自
然
の



族
有
り
て
已
む
こ
と
能
は
ず
。
此 こ
れ
詩
の
作
る
以
な
り
。
…
…
（
）
と
あ
り
、
そ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
。
し
か
し
詩
を
作
る
こ
と
に
惑
溺
す
れ
ば
、
眞
っ
當
な
心
の
あ
り
よ
う
が
阻
	さ
れ
て
し
ま
う
と
も
考
え
る
の
で
あ
る
。
後
世
、

の
朱
玉
が
『
文
集
』
『
朱
子
語
』
等
に
散
見
す
る
朱
子
の
詩
論
を
一
篇
に
纏
め
た
『
邃
閣
論
詩
』
の
中
に
も
同
樣
の
論
が
あ
る
。
詩
を
作
る
に

ま
ま
數
句
を
以
て
懷 おも
ひに

か
なは
し
む
る
は
亦
た
妨
け
ず
。
但
だ
多
作
を
用
ひ
ず
。
蓋
し
便
ち
是
れ
陷
溺
す
る
の
み
な
ら
ん
。…
…
（
）
こ
の
後
、
作
詩
へ
の
惑
溺
を
戒
め
る
念
が
く
な
り
、
崇
安
へ
歸
り
く
ま
で
の
一
箇
の
に
作
ら
れ
た
詩
に
は
、
「
宿
溪
胡
氏
客
觀
壁
題
詩
自
二
」
詩
・
「
韻
伯
崇
自
二
首
」
詩
等
（
い
ず
れ
も
『
文
集
』
卷
五
）
の
自
詩
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
崇
安
へ
の
歸
に
作
ら
れ
た
詩
歌
は
、
後
に
『
東
歸
亂
稿
』
と
題
さ
れ
て
一
つ
に
纏
め
ら
れ
る
が
、
朱
子
の
「
東
歸
亂
稿
の
序
」
で
は
の
よ
う
に
總
括
す
る
。
始
め
予
擇
之
と
夫
に
陪
し
て
南
山
の
を
爲
し
、
幽
を
窮
め
を
び
、
相
ひ
與 と
もに
詠
じ
て
之
を
賦
す
。
四
五
日
の
、
凡 お
よそ
百
四
十
餘
首
を
得
た
り
。
に
し
て
自
ら
咎
め
て
曰
く
、
「
此
亦
た
以
て
 と
爲
す
に
足
れ
り
」
と
。
則
ち
又
た
數
を
推
し
て
義
を
引
き
、
更
に
相
ひ
箴
戒
し
ん
か
いす
る

こ
と
久
し
。
其
の
事
倡
酬
の
!後
の
序
篇
に
見
え
、
亦
た
已
に
詳 つま
び
らか
な
り
。
…
…
"塗
舍
す
る
に
、
輿
馬
杖
#の
、
專
ら
$論
問
辨
を
以
て
事
と
爲
す
。
蓋
し
已
に
詩
を
爲 つ
くる
に
暇 いと
まあ
ら
ず
。
而
れ
ど
も
隙
の
時
、
事
に
感
じ
物
に
觸
れ
、
又
た
言
ふ
無
き
能
は
ざ
る
有
れ
ば
、
則
ち
亦
た
未
だ
詩
を
以
て
之
を
發
す
る
を
%れ
ず
。
…
…
然
る
後
に
崇
安
に
至
る
。
始
め
て
盡
く
其
の
&
た
くを
'
ひ
らき
、
亂
稿
を
(拾
て
っ
し
ふし
、
纔 わ
づか
に
二
百
餘
篇
を
得
た
り
。
取
り
て
之
を
讀
め
ば
、
義
理
に
當
た
り

に
中 あ
た
る
能
は
ず
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
其
の
に
)
く
らぶ
れ
ば
、
則
ち
交
規
自
の
詞
愈 い
よい
よ
多
し
と
爲
す
。
斯 こ
れも
亦
た
吾
人
の
*夕
て
う
せ
き見
て
+れ
ざ
ら
ん
と
欲
す
る
の
な
り
。
故
を
以
て
復
た
毀
棄
き
き
せ
ず
、
姑 し
ば
らく
序
し
て
之
を
存
し
て
、
以
て
吾
が
黨
の
直
諒
多
聞
の
,は

談
燕
樂
え
ん
ら
く
を
以
て
廢
せ
ざ
る
見 あら
はす
。
其
の
時
に
或
ひ
は
一
-に
發
し
、
一 ひと
へに
正
に
出
づ
る
能
は
ざ
る
に
至
つ
て
は
、
亦
た
皆
な
存
し
て
.ら
ず
。
庶
乎
こ
ひ
ね
が
は
く
は
後
日
之
を
觀
て
、
以
て
/然
て
き
ぜ
ん
と
し
て
自
省
し
て
改
む
る
以
を
思
ふ
こ
と
有
ら
ん
こ
と
を
。
是
れ
則
ち
此
の
稿
の
存
す
る
は
、
亦
た
未
だ
以
て
,無
し
と
爲
し
て
之
を
略
す
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
夫 か
の
江
山
景
物
の
奇
、
陰
0
*
1の
變
、
中
國
詩
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幽
深

、
千
萬
態
の

ご
とき
は
、
則
ち
謂
い
は
ゆる
二
百
篇
と
雖
も
ほ
其
の
髣
髴
を
形
容
す
る
能
は
ざ
る
有
り
。
此
固 も
とよ
り
得
て
記
さ
ず
と
云
ふ
。
…
…
（
）
崇
安
へ
歸
り
	く
ま
で
の

一
箇
の
路
は
、
「
論
問
辨
」
を
と
し
て
學
問
上
の
議
論
を
重
ね
て
來
た
。
そ
れ
で
も
そ
の
合
に
ど
う
し
て
も
歌
わ
な
け
れ
ば
氣
が
濟
ま
な
い
況
に
出
く
わ
し
た
際
は
、
や
は
り
そ
の
度
詩
を
作
り
、
朱
子
・
林
用
中
・
范
念
の
三
人
の
作
を
合
わ
せ
て
二
百
篇
餘
り
に
至
っ
た
が
、
衡
山
を

し
て
い
た
の
作
品
群
に
比
べ
れ
ば
、
自
の
言
が
多
く
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
ち
を
能
く
補
っ
た
と
い
う
手
本
と
し
て
價
値
が
あ
ろ
う
と
、
朱
子
は
振
り
る
。
上
「
題
二
後
自
是
不
復
作
矣
」
詩
も
そ
の
一
の
自
詩
の
一
つ
で
あ
る
。
詩
の
多
作
が
惑
溺
に
繋
が
り
、
ひ
い
て
は
眞
正
な
る
志
の
あ
り
よ
う
を
失
わ
せ
る
と
懼
れ
た
當
時
の
朱
子
の
心
は
ひ
と
ま
ず
理
解
で
き
た
。
で
は
上
の
「
憶
秦
娥
」
詞
は
僅
か
二
首
で
あ
り
な
が
ら
、
「
詩
」
を
多
作
し
た
時
以
上
に
そ
の
作
を
ひ
ど
く
や
み
、
あ
れ
ほ
ど
の
佳
作
を
朱
子
が
蛇
蝎
の
如
く
忌
み
っ
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
『
文
集
』
や
『
朱
子
語
 』
等
に
は
詞
に
關
す
る
言
!が
殆
ど
見
出
せ
な
い
が
、
や
は
り
當
時
の
"會
#念
と
し
て
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
の
せ
て
歌
う
「
詞
」
は
元
來
酒
席
の
座
興
か
ら
發
展
し
て
來
た
も
の
で
あ
り
、
男
女
の
戀
愛
の
を
纏
綿
た
る
感
で
歌
う
「
俗
」
な
も
の
で
あ
っ
た
と
朱
子
が
$識
し
て
い
た
こ
と
が
、
第
一
の
%因
で
あ
ろ
う
。
繆
鉞
「
宋
詞
與
理
學
家
―
&論
朱
熹
詩
詞
」
（
「
『
四
川
大
學
學
報
［
哲
社
版
］
』
、
一
九
八
九
、
第
二
期
）
で
も
'の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
宋
代
で
は
、
詞
は
歌
唱
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
歌
う
(
は
殆
ど
妙
齡
の
歌
妓
で
あ
り
、
嚴
正
な
る
理
學
家
に
と
っ
て
は
歌
妓
に
接
す
る
こ
と
な
ど
堪
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
た
と
い
已
む
を
得
ざ
る
況
の
下
、
時
た
ま
接
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
「
目
中
に
妓
有
る
も
、
心
中
に
妓
無
し
」
と
し
て
振
る
)う
必
%
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
*）。
確
か
に
、
上
に
+げ
た
「
宿
,溪
胡
氏
客
-觀
壁
題
詩
自
二
.」
の
其
の
二
で
朱
子
は
'の
よ
う
に
詠
じ
て
い
る
。
十
年
湖
/一
身
輕 ◎
十
年
湖
/一
身
輕
し
歸
對
黎
渦
却
有

◎
歸
り
て
黎
渦
に
對
す
れ
ば
却 かへ
つて
有
り
世
路
無
如
人
欲
險
世
路
人
欲
の
險
に
如 し
く
は
無
し
幾
人
到
此
0
1生 ◎
幾
人
か
此 こ
こに
到
り
て
1生
を
0ま
る
こ
れ
は
、
朱
子
一
行
が
湘
潭
の
胡
氏
の
客
-に
宿
泊
し
た
際
、
そ
の
壁
に
胡
銓
（
一
一
〇
二
―
一
一
八
〇
）
の
詩
が
書
き
付
け
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
秦
檜
に
疎
ま
れ
長
ら
く
流
謫
の
身
に
あ
っ
た
胡
銓
は
、
秦
檜
の
死
後
、
中
央
に
歸
る
こ
と
を
許
さ
れ
、
そ
の
歸
2、
朱
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こ
の
客
に
立
ち
寄
る
。
そ
の
時
宴
會
の
席
で
黎
倩
と
い
う
妓
女
を
見
初
め
て
得
意
頂
と
な
り
、「
君
恩
歸
る
を
許
し
て
此
に
一
た
び
醉
ふ
／
傍
に
梨
の
渦
を
生
ず
る
有
り
」
と
い
う
詩
を
壁
に
書
き
付
け
た
。
朱
子
が
目
に
し
た
の
は
こ
の
詩
で
あ
り
、
妓
女
の
愛
く
る
し
い
笑
窪
に
心
を
奪
わ
れ
た
こ
と
を
、
士
大
夫
た
る
が
得
意
げ
に
詩
に
詠
ず
る
と
は
何
事
だ
、
と
い
う
口
吻
が
右
の
詩
に
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
朱
子
に
も
の
こ
の
よ
う
な
念
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
實
な
の
だ
が
、
し
か
し
か
の
「
憶
秦
娥
」
詞
が
詠
じ
て
い
る
の
は
決
し
て
男
女
の
淫
ら
な
癡
で
は
な
く
、
純
粹
に
友
を
思
い
、
そ
の
友
と
離
れ
離
れ
と
な
っ
た
悲
哀
の
を
切
な
く
詠
じ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
詩
」
の
世
界
で
は
古
來
幾
度
と
無
く
詠
ぜ
ら
れ
て
來
た
「
	正
」
な
る
境
地
で
あ
る
。
從
っ
て
當
時
朱
子
が
思
わ
ず
「
し
ま
っ
た
」
と
後


し
た
理
由
は
別
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
や
は
り
そ
の
詠
み
ぶ
り
に
求
め
る
他
は
無
い
だ
ろ
う
。
か
の
「
憶
秦
娥
」
詞
は
上
に
見
た
よ
う
に
、
の
中
の
白
か
ら
畏
友
張
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
複
數
の
表
象
を
重

に
典
故
の
中
に
溶
け
ま
せ
、
己
の
悲
哀
を
風
景
に
同
さ
せ
つ
つ
、
詮
方
な
い
思
い
を
感
傷
に
訴
え
る
と
い
う
三
點
に
、
吟
詠
上
の
特
を
見
出
せ
る
。
こ
の
、
の
二
點
は
「
詩
」
の
世
界
で
も
々
に
し
て
用
い
ら
れ
る
手
法
で
は
あ
る
が
、
最
後
の
一
點
、
ち
極
度
の
感
傷
性
こ
そ
が
（
「
詩
」
で
も
感
傷
歌
い
ぶ
り
は
多
々
あ
る
も
の
の
）
「
詞
」
獨
特
の
特
を
色
濃
く
釀
し
出
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
詞
は
「
敍
事
」
よ
り
も
「
抒
」
を
生
命
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
「
抒
」
が
よ
り
深
し
て
始
め
て
、
纏
綿
た
る
感
と
不
盡
の
味
わ
い
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
「
專


」
と
は
南
宋
、
胡
仔
『
溪
漁
隱
叢
話
』
卷
三
十
三
に
引
か
れ
る
、
女
流
詞
人
李
照
の
秦
觀
詞
で
あ
る
が
、
圖
ら
ず
も
朱
子
の
「
憶
秦
娥
」
詞
は
そ
の
秦
觀
の
作
に
似
し
て
い
る
と
後
人
に
さ
れ
た
。
朱
子
の
「
憶
秦
娥
」
詞
が
も
っ
と
も
「
詞
」
ら
し
い
詞
で
あ
る
と
す
る
 以
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
	俗
の
見
が
先
!
し
、
"
#を
備
え
た
士
君
子
と
し
て
そ
の
詩
歌
に
も
高
い
格
$が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
宋
代
に
於
い
て
は
、
同
じ
「
感
傷
」
で
も
%度
有
る
も
の
が
良
し
と
さ
れ
、
纖
細
な
感
傷
に
無
限
定
に
&る
よ
う
な
詩
歌
は
「
軟
'」
に
し
て
に
「
惑
溺
」
し
て
い
る
も
の
と
し
か
見
做
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
朱
子
は
そ
の
よ
う
な
點
に
「
(
)」
を
覺
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
詩
集
傳
』
の
序
文
に
は
*の
よ
う
に
も
記
さ
れ
る
。
…
…
凡
そ
詩
の
 謂
い
は
ゆる
「
風
」
な
る
は
、
多
く
里
+歌
謠
の
作
に
出 い
づ
。
 謂
る
「
男
女
相
ひ
與
に
詠
歌
し
、
各
お
の
其
の

を
言
ふ
」
な
り
。
惟
だ
「
,南
」・「
召
南
」
は
、
親
し
く
文
王
の
を
被 かう
むり
て
以
て
-を
.し
、
而
う
し
て
人
皆
な
以
て
其
の
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
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性
の
正
を
得
る
有
り
。
故
に
其
の
言
に
發
す
る
、
樂
し
み
て
淫
に

よ
ぎ
ら
ず
、
哀
し
み
て
傷
に
ば
ず
。
是 こ
こを
以
て
二
篇
の
み
獨
り
風
詩
の
正
經
爲 た
り
。
…
…
（
）
『
詩
經
』
〈
國
風
〉
の
歌
は
い
ず
れ
も
街
中
の
歌
に
そ
の
來
源
が
あ
り
、
歌
わ
れ
て
い
る
の
は
男
女
の
戀
愛
の
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
中
の
「
南
」・「
召
南
」
の
二
篇
の
作
は
、
文
王
の
	

を
直
に
受
け
た
た
め
「
性
の
正
」
を
得
る
こ
と
が
出
來
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
そ
の
二
篇
を
歌
う
は
、
心
ゆ
く
ま
で
樂
し
ん
で
も
淫
靡
に
は
至
ら
ず
、
哀
し
ん
で
も
ひ
ど
く
感
傷
に
は
な
ら
な
い
、
と
朱
子
は
言
う
。
男
女
の
戀
愛
の
を
歌
う
歌
は
太
古
の
昔
か
ら
存
在
し
た
が
、「
性
の
正
」
を
保
持
し
て
い
れ
ば
、
「
樂
し
み
て
淫
に

よ
ぎ
ら
ず
、
哀
し
み
て
傷
に
ば
ず
」
と
い
う
理
性
な
態
で
い
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
歌
の
理
想
な
の
だ
と
張
す
る
の
で
あ
る
。
朱
子
に
と
っ
て
そ
の
「
憶
秦
娥
」
詞
は
、「
哀
し
み
て
傷
に
」
ん
で
し
ま
っ
た
失
敗
作
で
あ
り
、
放
っ
て
お
け
ば
惑
溺
へ
と
長
す
る
の
種
で
あ
っ
て
、
早
い

に
摘
み
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
根
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
六
結
語
以
上
、
乾
三
年
に
朱
子
が
四
首
も
の
詞
を
作
っ
た
經
と
そ
の
背
景
を
辿
っ
て
來
た
の
で
あ
る
が
、
で
は
朱
子
七
十
一
年
の
生
涯
で
十
八
首
し
か
作
ら
な
か
っ
た
「
詞
」
を
、
こ
の
乾
三
年
の
み
四
首
も
作
っ
た
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
ま
ず
、
居
を
離
れ
て
長
に
出
る
と
い
う
、
日
常
と
は
な
っ
た
況
に
身
を
置
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
見
る
物
・
聞
く
物
す
べ
て
珍
し
く
、
そ
の
度
樣
々
な
感
興
が
き
こ
る
と
な
れ
ば
、
自
然
と
詩
歌
の
數
も
え
る
。
ま
し
て
同
行
の
が
い
て
い
ず
れ
も
詩
歌
を
能
く
す
る
と
な
れ
ば
、
己
の
感
興
が
頂
點
に
し
て
い
な
く
と
も
、
同
行
の
作
に
觸
發
さ
れ
て
そ
れ
な
り
の
作
品
に
仕
上
が
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
實
際
に
自
分
で
詩
を
作
っ
て
み
れ
ば
實
感
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
或
る
詩
歌
を
韻
字
を

ぶ
か
ら
始
め
て
て
を
獨
力
で
作
り
上
げ
て
行
く
よ
り
は
、
予
め
韻
字
が
決
ま
っ
て
い
る
韻
詩
の
方
が
遙
か
に
作
り
易
い
も
の
で
あ
る
。
韻
字
を
探
す
手
が
省
け
る
し
、
ま
た
相
手
の
作
品
が
恰
好
の
參
考
材
料
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
『
南
嶽
倡
酬
集
』
に
於
い
て
は
七
日
で
百
四
十
九
首
の
、
『
東
歸
亂
稿
』
に
於
い
て
は
一
 で
二
百
篇
餘
り
の
「
詩
」
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
「
詞
」
の
作
に
於
い
て
も
似
た
よ
う
な
況
で
あ
っ
た
。
!ら
く
朱
子
は
當
初
、
こ
の
の
に
詞
を
作
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
思
い
も
寄
ら
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
朱
子
を
觸
發
し
た
の
は
、
「
詞
人
」
と
し
て
名
を
知
ら
れ
る
張
孝
"の
作
で
あ
っ
た
。
自
分
を
見
#
る
詞
を
張
孝
"が
作
っ
て
く
れ
た
か
ら
に
は
、
そ
の
$答
の
韻
詞
を
朱
子
と
詞
（
後
藤
）
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作
る
の
が
禮
儀
で
あ
ろ
う
。
「
一
『
文
集
』
收
の
朱
子
詞

」
に
於
い
て
、
朱
子
の
詞
は
乾
三
年
の
四
首
を
除
い
て
殆
ど
が
製
作
年
代
を
特
定
で
き
な
い
と
べ
た
が
、
『
年
箋
』
で
は
各
首
に
出
來
得
る
限
り
の
年
を
試
み
て
お
り
、
そ
れ
に
據
れ
ば
、
例
え
ば
〇
七
「
菩
薩
蠻
	圭
父
回
文
韻
」
は
劉
珪
（
「
圭
父
」
は
そ
の
字
。
「
圭
甫
」
と
も
書
く
）
の
作
に
	韻
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
劉
珪
は
『
文
集
』
卷
二
に
收
め
る
「

居
之
集
…
…
獨
敦
夫
圭
甫

令
…
…
實
代
熹
出
令
」
詩
に
登
場
し
、
該
詩
は
紹
興
（
一
一
三
一
―
一
一
六
二
）
の
末
年
に
作
ら
れ
た
も
の
と
擬
定
で
き
る
故
、
ら
く
同
時
期
の
作
で
あ
ろ
う
と
推
し
、
右
の
詞
を
紹
興
年
の
作
と
擬
定
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
に
從
え
ば
、
ち
朱
子
は
い
頃
か
ら
詞
作
に
手
を
染
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
但
し
そ
の
早
期
の
作
が
「
菩
薩
蠻
」
と
い
う
【
７
・
７
・
５
・
５
／
５
・
５
・
５
】
の
比
較
作
り
易
い
曲
で
あ
り
、
且
つ
回
文
と
い
う
戲
性
の
色
が
い
も
の
で
あ
れ
ば
、
朱
子
が
詞
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
動
機
は
、
友
人
の
作
を
眞
似
て
座
興
と
し
て
試
み
に
作
っ
て
み
た
と
い
う
あ
た
り
に
在
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
改
め
て
朱
子
の
他
の
詞
を
眺
め
て
み
る
と
、
	韻
・
唱
和
の
作
が
多
い
こ
と
に
氣
付
く
。
つ
ま
り
、
詞
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
朱
子
で
は
あ
っ
た
が
、
自
分
か
ら
體
に
詞
を
作
る
こ
と
は
稀
で
、
知
人
と
の
付
き
合
い
の
中
で
禮
儀
と
し
て
答
の
作
を
作
る
に
ぎ
ず
、
言
わ
ば
「
詞
」
を
交
の
、
士
君
子
の
最
低
限
の
嗜
み
と
見
做
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
張
孝
の
作
に
	韻
し
た
際
も
そ
の
よ
う
な
感
覺
で
あ
っ
た
筈
だ
。
が
當
代
一
流
の
詞
の
名
手
の
作
に
接
し
、
朱
子
の
心
の
中
に
炎
の
よ
う
な
何
ら
か
の
感
が
燃
え
 る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
張
孝
と
別
れ
て
衡
山
を
!
す
る
さ
な
か
、
「
詩
」
で
は
な
く
「
詞
」
を
作
っ
て
み
よ
う
と
朱
子
が
張
"に
持
ち
掛
け
、
聯
句
と
い
う
特
#な
手
法
の
「
水
歌
頭
」
詞
が
出
來
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。
但
し
そ
れ
は
蘇
軾
に
倣
っ
て
兩
人
そ
れ
ぞ
れ
が
現
在
$究
し
て
い
る
の
哲
理
を
詞
に
 り
%ん
だ
に
ぎ
ず
、
奇
を
衒
っ
て
み
た
だ
け
か
も
知
れ
な
い
。
一
度
は
&え
か
か
っ
た
朱
子
心
中
の
熾
火
は
、
張
"と
別
れ
て
以
'、
	々
と
胸
中
に
鬱
屈
し
て
行
く
惜
別
の
念
に
燃
え
廣
が
り
、
(に
は
「
)丈
*」
と
な
っ
て
念
を
迸
ら
せ
た
。
ら
く
朱
子
が
初
め
て
自
分
か
ら
「
詞
」
に
仕
立
て
て
歌
い
た
い
と
思
っ
て
作
っ
た
の
が
、
件
の
「
憶
秦
娥
」
詞
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
二
首
を
歌
い
(わ
っ
た
後
、
ほ
と
ぼ
り
が
冷
め
、
冷
靜
さ
を
取
り
+し
て
み
る
と
、
己
の
爲
し
た
輕
は
ず
み
な
行
爲
に
朱
子
は
愕
然
と
し
た
の
で
あ
る
。
胡
明
『
南
宋
詩
人
論
』
（
臺
灣
學
生
書
局
、
一
九
九
〇
）
收
「
論
詩
人

朱
熹
」
で
は
、
そ
れ
は
「
自
分
が
感
傷
に
,り
易
く
、
己
の
た
め
に
不
斷
に
-鐘
を
鳴
ら
し
續
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
朱
子
自
身
深
く
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
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自
覺
し
て
い
た
」
か
ら
で
あ
る
と
云
い
、
朱
子
を
「
濃
厚
な
る
詩
人
の
氣
質
を
有
し
た
學
家
」
で
あ
り
、
「
學
を
事
業
の

な
責
務
と
す
る
詩
人
と
言
っ
て
も
わ
な
い
」
と
す
る
の
で
あ
る
（
）。
つ
ま
り
朱
子
は
詩
人
の
心
を
持
っ
た
學
家
で
あ
り
、
え
ず
	き
出
よ
う
と
す
る
詩
心
を
理
性
の
力
に
よ
っ
て
何
と
か
抑
え
付
け
て
い
る
に

ぎ
な
い
と
言
え
る
。
正
氣
に
っ
た
朱
子
は
「
も
う
二
度
と
詞
は
作
ら
な
い
」
と
い
う


剩
な
反
應
を
示
す
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
訣
別
宣
言
は
相
手
が
「
詞
」
だ
か
ら
爲
さ
れ
た
も
の
と
は
言
え
な
い
。
實
は
朱
子
は
嘗
て
「
詩
」
に
對
し
て
も
三
行
を
渡
し
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。『
文
集
』
卷
二
に
收
め
る
五
言
古
詩
一
首
の
長
い
詩
題
が
ふ
る
っ
て
い
る
。
「
頃 この
ご
ろ
多
言
は
を
ふ
以
て
、
え
て
詩
を
作
ら
ず
、
兩
日
『
大
學
』
の
〈
意
〉
の
章
を
讀
み
て
感
有
り
、
至 し
日 じ
つの

あ
し
た、
き
て
此
を
書
し
て
以
て
自
ら
箴
す
、
蓋
し
已
む
を
得
ず
し
て
言
有
る
な
ら
ん
、
云
ふ
」
と
題
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
年
箋
』
で
は
こ
の
詩
を
紹
興
三
十
年
（
一
一
六
〇
、
朱
子
三
十
一
）
後
の
作
と
擬
定
す
る
。
こ
の
當
時
、
詩
を

に
作
る
こ
と
は
「
」
を
學
ぶ
上
で
が
あ
る
と
痛
感
し
、
二
度
と
詩
を
作
ら
な
い
こ
と
に
し
て
、
二
日
『
大
學
』
の
〈

意
〉
の
章
を
讀
み
耽
っ
て
い
た
が
、
ふ
と
感
ず
る
が
	い
て
來
た
の
で
、
至
の
日
の
に
き
る
や
、
詩
を
一
首
書
い
て
戒
め
と
す
る
こ
と
に
し
た
。
日
の
斷
詩
の
禁
を
破
っ
た
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
ま
あ
已
む
に
已
ま
れ
ず
出
來
て
し
ま
っ
た
詩
な
の
だ
か
ら
、
大
目
に
見
て
欲
し
い
と
朱
子
は
言
う
の
で
あ
る
（
）。
詩
と
の
訣
別
を
高
ら
か
に
表
明
し
た
に
も
關
わ
ら
ず
、
そ
の
舌
の
根
も
乾
か
ぬ
に
朱
子
は
ま
た
ぞ
ろ
詩
を
作
り
始
め
た
の
で
あ
る
。
何
と
も
ま
あ
大
雜
把
な
人
で
あ
る
。
斷
詩
の
禁
が
い
と
も
單
に
破
ら
れ
た
の
と
同
樣
、
こ
の
年
に
打
ち
立
て
ら
れ
た
斷
詞
の
禁
も
後
年
解
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
し
い
。
例
え
ば
一
七
「
鷓
鴣
天
叔
懷
嘗
飛
仙
爲
之
賦
此
歸
日
以

獻
侍
 當
發
一
笑
」
は
そ
の
副
題
か
ら
、
甘
叔
懷
と
い
う
士
が
嘗
て
の
中
で
空
を
飛
ぶ
仙
人
に
な
っ
た
と
聞
い
た
の
で
、
彼
の
爲
に
こ
の
詞
を
作
っ
た
が
、
彼
が
故
!に
歸
る
日
に
こ
の
詞
を
授
け
、
"せ
て
侍
 の
章
穎
（
「
獻
」
は
そ
の
字
）
に
も
見
せ
て
や
っ
て
欲
し
い
と
#ん
だ
と
い
う
事
$が
%る
。『
年
箋
』
で
は
、『
文
集
』
卷
九
に
「
詩
&碧
崖
甘
叔
懷
游
廬
阜
'
白
鹿
山
長
(兄
)卿
*
+耆
舊
三
首
」
の
,作
が
あ
り
、
そ
の
,作
は
複
數
の
傍
證
か
ら
慶
元
五
年
（
一
一
九
九
）
に
作
ら
れ
た
こ
と
が
%明
す
る
の
で
、
右
の
詞
も
同
じ
慶
元
五
年
の
作
で
あ
ろ
う
と
擬
定
す
る
。
そ
れ
に
從
え
ば
、
朱
子
が
世
を
去
る
一
年
の
作
と
な
り
、
そ
の
よ
う
な
老
齡
に
な
っ
て
も
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
詞
を
作
り
一
門
の
-の
一
笑
を
買
お
う
と
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
乾
三
年
に
表
明
さ
れ
た
詞
と
の
訣
別
も
、
時
折
こ
る
朱
朱
子
と
詞
（
後
藤
）
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子
特
有
の
發
作
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
最
後
に
、
朱
子
が
「
憶
秦
娥
」
詞
を
作
っ
た
こ
と
を
ひ
ど
く
後
し
た
も
う
一
つ
の
理
由
を
假
と
し
て
提
出
し
て
み
た
い
。
三
浦
國
雄
『
朱
子
』
（
人
の
知



19、
談
	、
一
九
七
九
）
に
據
れ
ば
、
こ
の
乾

三
年
は
朱
子
の
學
に
大
き
な
變
が
訪
れ
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
と
云
う
。
そ
れ
は
、
張
と
の
訂
交
が
切
っ
掛
け
と
な
り
、
そ
れ
ま
で
の
李
（

）
よ
り
授
け
ら
れ
た
靜
坐
涵
を
と
す
る
「
靜
の
哲
學
」
か
ら
、
心
が
外
物
と
接
觸
し
て
發
動
す
る

に
を
現
す
天
理
の
端
倪
を
察
識
す
る
こ
と
こ
そ
肝
な
の
だ
と
張
が
張
す
る
「
動
の
哲
學
」
に
惹
き
付
け
ら
れ
て
行
っ
た
時
期
に
当
る
の
で
あ
る
。
宋
學
で
は
、
『
中
庸
』
第
一
章
の
記
に
基
づ
い
て
、
人
の
心
が
ま
だ
動
か
ぬ
態
を
「
未
發
」
と
言
い
、
心
が
外
物
と
接
觸
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
或
い
は
思
慮
と
し
て
發
動
し
た
態
を
「
已
發
」
と
言
う
。
北
宋
の
敦
頤
（
濂
溪
）
や
二
子
は
未
發
に
重
點
を
置
き
、
心
の
靜
の
態
を
充
分
に
っ
て
お
け
ば
、
ま
と
も
な
已
發
が
保
證
さ
れ
、
外
物
の
挑
戰
を
受
け
て
も
心
の
體
性
は
些
か
も
た
じ
ろ
が
な
い
と
考
え
た
。
朱
子
は
い
頃
に
こ
の
思
想
を
傳
授
さ
れ
た
が
、
第
に
き
足
ら
な
く
な
っ
て
い
た
。
一
方
、
謝
良
佐
（
上
蔡
）
や
胡
宏
（
五
峰
）
は
已
發
に
重
點
を
置
き
、
人
に
本
來
に
備
わ
る
天
理
は
心
が
外
物
と
接
觸
し
て
發
動
す
る

に
を
現
す
の
で
あ
り
、
そ
の

（
端
倪
）
を
は
っ
き
り
識
し
て
保
持
し
、
こ
れ
を
涵
し
て
擴
充
し
て
行
け
ば
心
は
天
理
に
よ
っ
て
滿
た
さ
れ
る
と
張
し
、
こ
れ
が
湖
南
學
の

思
想
と
な
る
。
湖
南
學
の
張
と
思
想
上
の
討
論
を
繰
り
 し
て
行
く
!に
、
朱
子
は
こ
の
察
識
端
倪
の
思
想
に
傾
倒
し
て
行
っ
た
と
云
う
の
で
あ
る
。
但
し
心
の
修
業
を
察
識
端
倪
に
立
っ
て
行
う
の
で
あ
れ
ば
、
心
が
外
物
に
觸
れ
て
發
動
す
る
際
に
、
そ
の
發
動
の
仕
方
（
の
動
き
方
）
が
正
で
あ
る
の
か
"で
あ
る
の
か
を
見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
考
え
が
當
時
の
朱
子
の
腦
裡
を
占
據
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
か
の
「
憶
秦
娥
」
詞
を
詠
じ
た
時
の
心
の
發
動
は
、
朱
子
に
し
て
み
れ
ば
ま
さ
し
く
「
"」
の
發
動
で
あ
り
、
「
正
」
の
發
動
が
あ
っ
て
始
め
て
爲
さ
れ
る
心
の
涵
に
は
い
つ
ま
で
經
っ
て
も
辿
り
#け
な
い
。
そ
の
よ
う
な
思
想
上
の
葛
$が
朱
子
の
腦
裡
に
渦
卷
い
て
い
て
、

%を

と
し
て
無
限
定
な
抒
を
&求
す
る
詞
が
、
心
の
靜
を
希
求
す
る


學
と
は
正
反
對
の
地
上
に
位
置
す
る
こ
と
を
悟
り
、
'に
「
詞
」
を
(て
去
る
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
私
の
少
々
大
膽
な
假
で
あ
る
。
更
に
同
書
に
據
れ
ば
、
二
年
後
の
乾

五
年
（
一
一
六
九
）、
朱
子
は
)如
閃
き
、
そ
れ
ま
で
の
考
え
の
*り
に
氣
付
い
た
と
云
う
。
察
識
か
ら
存
へ
と
+む
べ
き
と
す
る
張
の
哲
學
を
,轉
さ
せ
、
ま
ず
未
發
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
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の
存
が
あ
っ
て
そ
こ
か
ら
已
發
の
察
識
へ
と
む
の
が
理
で
あ
る
と
い
う
朱
子
學
の
定
論
が
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
動
の
哲
學
と
靜
の
哲
學
の
止
揚
と
も
稱
さ
れ
る
定
論
で
は
あ
る
が
、
も
し
朱
子
を
し
て
、
一
度
は
惹
か
れ
た
察
識
端
倪
に
對
し
て
疑
問
を
か
し
め
る
切
っ
掛
け
と
な
っ
た
の
が
件
の
「
憶
秦
娥
」
詞
で
あ
っ
た
の
な
ら
ば
、
詞
と
學
は
何
や
ら
淺
か
ら
ぬ
因
を
有
す
る
こ
と
に
な
り
、
興
味
は
盡
き
な
い
。
【
】
（
１
）
但
し
楊
萬
里
（
一
一
二
七
―
一
二
〇
六
）
は
四
千
二
百
首
の
詩
に
對
し
て
、
詞
は
寥
々
十
五
首
の
み
で
、
朱
子
よ
り
も
少
な
い
。
（
２
）
同
書
下
冊
九
〇
七
頁
。
（
３
）
こ
の
	の
詳
し
い
經

に
つ
い
て
は
、
宋
元
文
學
究
會
『
朱
子
句
譯
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
八
）
收
の
205「
嚴
讀
張
湖
南
舊
詩
」
の
條
（
同
書
三
八
五
頁
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。
（
４
）
こ
の
	の
經

に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
『
南
嶽
倡
酬
集
』
書
攷
」
（『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
二
十
四
集
、
二
〇
〇
五
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。
（
５
）
（
３
）

書
を
參
照
さ
れ
た
い
。
（
６
）
同
じ
く
こ
の
點
に
關
し
て
も
（
４
）

論
文
を
參
照
さ
れ
た
い
。
（
７
）
「
此
李

爲
唱
、
千
載
詞
場
、
爲
嗣
矣
。
今
讀
此
二
、
氣
渾

、
聲
滿
紙
、
舉
以
示
晏
同
叔
・
秦
少
游
輩
、
當
莫
辨
其
工
拙
。」
（
８
）
「
…
…
己
卯
之
夕
、
中
夜
凛
然
、
撥
殘
火
相
對
、
念
吾
三
人
是
數
日
	、
亦
於
詩
矣
。
大
抵
事
無
大
小
美
惡
、
流
而
不
、
皆
足
以
喪
志
、
於
是
始
定
 束
、
!日
當
止
。
蓋
是
後
事
雖
有
可
歌
"、
亦
不
復
見
於
詩
矣
。
嗟
乎
、
覽
是

"、
其
亦
以
吾
三
人
"自
#乎
哉
。
…
…
」
（
９
）
「
…
…
其
	山
川
林
野
、
風
$景
物
、
%向
來
見
、
無
非
詩
"、
而
&日
'有
矣
。
然
亦
念
夫
別
日
之
(、
而
&日

)蓋
有
'開
其
端
而
未
竟
"、
方
且
相
與
思
繹
討
論
、
以
畢
其
、
則
其
於
詩
固
有

不
暇
"焉
。
丙
戌
之
莫
、
熹
*於
衆
曰
、
詩
之
作
、
本
非
有
不
善
也
。
而
吾
人
之
以
深
+而
痛
之
"、
懼
其
流
而
生
患
耳
、
初
亦
豈
有
咎
於
詩
哉
。
然
而
今
,別
之
期
-在
.夕
。
非
言
則
無
以
寫
喩
之
懷
。
然
則
&日
一
時
矯
枉
/甚
之
、
今
亦
可
以
罷
矣
。
皆
應
曰
0。
'而
1夫
以
詩
2、
吾
三
人
亦
各
答
賦
以
見
意
。
熹
則
又
而
言
曰
、
&日
之
已
/矣
、
然
其
戒
懼
3省
之
意
、
則
不
可
4也
。
何
則
、
詩
本
言
志
、
則
宜
其
宣
暢
湮
鬱
、
優
柔
5中
、
而
其
流
乃
幾
至
於
喪
志
。
羣
居
有
輔
仁
之
6、
則
宜
其
義
7理
得
、
動
中
倫
慮
、
而
8或
不
9於
流
。
況
乎
離
羣
索
居
之
後
、
事
物
之
變
無
窮
、
幾
:之
	、
毫
忽
之
際
、
其
可
以
營
惑
耳
目
、
感
移
心
意
"、
又
將
何
以
禦
之
哉
。
故
&日
戒
懼
3
省
之
意
、
雖
曰
小
/、
然
亦
當
/也
。
由
是
而
擴
充
之
、
庶
幾
乎
其
寡
/矣
。
1夫
曰
、
子
之
言
善
。
其
;書
之
、
以
詔
毋
4。
…
…
」
（
10）
「
或
有
問
於
予
曰
、
詩
何
爲
而
作
也
。
予
應
之
曰
、
人
生
而
靜
、
天
之
性
也
。
感
於
物
而
動
、
性
之
欲
也
。
夫
'有
欲
矣
、
則
不
能
無
思
。
'有
思
矣
、
則
不
能
無
言
。
'有
言
矣
、
則
言
之
不
能
盡
而
發
於
咨
嗟
咏
歎
之
餘
"、
必
有
自
然
之

<
=族
而
不
能
已
焉
。
此
詩
之
以
朱
子
と
詞
（
後
藤
）
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作
也
。
…
…
」
（
11）
「
作
詩
以
數
句
懷
亦
不
妨
。
但
不
用
多
作
。
蓋
便
是
陷
溺
爾
。
…
…
」
（
12）
「
始
、
予
與
擇
之
陪
夫
爲
南
山
之
、
窮
幽

、
相
與
詠
而
賦
之
。
四
五
日
、
得
凡
百
四
十
餘
首
。
而
自
咎
曰
、
此
亦
足
以
爲
	
矣
、
則
又
推
數
引
義
、
更
相
箴
戒

久
之
。
其
事
見
於
倡
酬
後
序
篇
亦
已
詳
矣
。
…
…
塗
舍
、
輿
馬
杖
之
、
專
以
論
問
辨
爲
事
。
蓋
已
不
暇
於
爲
詩
。
而
隙
之
時
、
感
事
觸
物
、
又
有
不
能
無
言

、
則
亦
未
以
詩
發
之
。
…
…
然
後
至
於
崇
安
。
始
盡
其
、
拾
亂
稿
、
纔
得
二
百
餘
篇
。
取
而
讀
之
、
雖
不
能
當
義
理
、
中

、
然

其
、
則
交
規
自
之
詞
愈
爲
多
焉
。
斯
亦
吾
人
欲
夕
見
而
不


、
以
故
不
復
毀
棄
、
姑
序
而
存
之
、
以
見
吾
黨
直
諒
多
聞
之
、
不
以
談
燕
樂
而
廢
。
至
其
時
或
發
於
一
、
不
能
一
出
於
正

、
亦
皆
存
而
不
、
庶
乎
後
日
觀
之
、
有
以
然
自
省
而
思
以
改
焉
。
是
則
此
稿
之
存
、
亦
未
可
以
爲
無
而
略
之
也
。
夫
江
山
景
物
之
奇
、
陰
 

!之
變
、
幽
深
"
#、
千
$萬
態
、
則
雖
謂
二
百
篇
%有
不
能
形
容
其
髣
髴
、
此
固
不
得
而
記
云
。
…
…
」
（
13）
「
…
…
詞
是
&歌
唱
'、
而
唱
詞

大
(是
妙
齡
歌
女
、
…
…
嚴
正
'理
學
家
是
不
肯
見
歌
妓
'、
)便
是
在
不
得
已
'
*況
下
偶
爾
相
見
、
也
必
須
是
”目
中
有
妓
、
心
中
無
妓
“
。
…
…
」
（
14）
「
…
…
凡
詩
之
謂
風

、
多
出
於
里
+歌
謠
之
作
。
謂
男
女
相
與
詠
歌
、
各
言
其
*

也
。
惟
,南
召
南
、
親
被
文
王
之
-以
.
/、
而
人
皆
有
以
得
其
性
*之
正
。
故
其
發
於
言

、
樂
而
不
0於
淫
、
哀
而
不
1於
傷
、
是
以
二
篇
獨
爲
風
詩
之
正
經
。
…
…
」
（
15）
同
書
一
六
九
・
一
七
〇
頁
。
（
16）
2（
15）
の
同
書
一
六
九
頁
に
已
に
指
摘
が
有
る
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
七
集
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